
「第６回年次カンファレンス」 

～ こころの交流 - 科学の理論と精神の理論 ～ 

 

 
 

 

 

１. 開 催 日 時 ： 平成２３年１２月１０日（土） 

２. 開 催 場 所 ： パシフィコ横浜会議センター1 階 

３. プログラム ： ＊以下のとおり 

４. 参 加 人 数 ： 約４００名 

 



プ ロ グ ラ ム 

 

医療事故の患者への情報開示と謝罪（9:30～11:40） 
司会 慶應義塾大学大学院 前田 正一 

 

１. 情報開示と謝罪‐人として大切と思うことの実践 

演者 千葉市立青葉病院 病院長 高橋 長裕 

 

２. 看護過誤事件において、看護師ではなく、医師を相手に提訴した理由 

演者 医療事故被害者の遺族 永井 裕之 

 

３．アメリカにおけるソーリーワークス運動‐日本への示唆 

演者 東京大学大学院 専任講師 児玉 聡 

 

４．賠償責任の要件からみた噂話への疑問‐「謝罪すると裁判で負ける」のか 

演者 慶應義塾大学大学院 准教授 前田 正一 

 

 

会員報告（12:10～13:00）  

座長 九州大学病院 准教授 安部 喜八郎 

 

１．インシデント報告システム導入後の比較検討（西川原佑美 他） 

 

２．遺伝子解析研究における紛争事例の分析‐ICとヒト由来試料の扱いの問題を主

題として（伊吹友秀） 

 

３．諸外国における臨床倫理コンサルテーションの現状に関する文献研究（植田有香 

他） 

 

４．医療事故に関する賠償責任保険に係る法的検討～保険金が支払われない結果と

なった裁判例等の分析（高宮雄介 他） 

 

５．【症例報告】転落事故における検討をとおして（宮内とも子 他） 

 

 

 

 

 



 

 

病気についてのつらい知らせ－がん告知（13:10～16:00） 
座長 東京大学大学院 教授 清水 哲郎 

 

１. つらい知らせをすること‐苦悩・意義・現場対応 

演者 九州大学病院 病院長 久保 千春 

 

２. 本人への不告知を「家族」から依頼された場合‐不告知に対する裁判所の考え

方‐日米比較 

演者 神戸大学大学院 教授 丸山 英二 

 

３. 哲学者からみた、つらい知らせ 

演者 東京大学大学院 教授 清水 哲郎 

 

  


